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 №15106 （2026.8.19） 

 

サントリー文化財団 

「山崎正和アーカイブ」第二期公開 

 

公益財団法人サントリー文化財団（理事長 鳥井信吾）は、２０２６年８月１９日

（山崎正和氏没後６年の命日）より「山崎正和アーカイブ」第二期を公開します。

（https://archive.yamazaki-masakazu.jp/） 

 

山崎正和氏逝去後、ご遺族からサントリー文化財団に「蔵書類」、「資料類（手書き

書類等含む）」を寄贈いただきました。これを受け、将来の学術研究に資することを

目的として寄贈品を整理・記録・保管し、デジタル化したデータベースを構築する

とともに、閲覧プラットフォームを２０２５年８月１９日に公開しました（ニュース

リリース No.14872 参照）。 

 

第二期では、整理・分類および保管作業を終えた資料のうち、自筆原稿や創作

メモなど４９３点・４,５１３ページを新たに公開します。あわせて、検索・分析

機能も拡充しました。 

 

資料には、山崎正和氏自身による自筆原稿や創作メモ、講演・執筆の準備資料

など、多彩な一次資料が含まれます。これらは、劇作家、評論家、教育者として

幅広い分野で活躍した山崎氏の創作過程や、時代と向き合いながら思索を深めて

きた軌跡を示す貴重な記録であり、その多面的な知的営為をたどることができます。 

 

今回追加した資料は、第一期で公開した蔵書類と異なり、明確なタイトルがない

ものが多いため、閲覧プラットフォームでは、各資料の冒頭約２００～３００字

を文字起こしするとともに、ノート類には内容を踏まえた見出しやタイトルを付与

し、メタデータとして提供することで検索性を高めました。また、メタデータに

含まれる語の関係性を分析し、関連性の強度に基づく二次元マップを生成しました。

利用者は、資料群に現れる用語の全体像を俯瞰しながら、マップ上の語をクリック

して関連資料を検索することができます。 

https://archive.yamazaki-masakazu.jp/
https://www.suntory.co.jp/news/article/14872.html
https://www.suntory.co.jp/news/article/14872.html
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本アーカイブは、研究者のみならず、一般の利用者にとっても、山崎正和氏の

思想や創作活動に新たな視点から触れることができる閲覧環境を提供します。 

 

今後もサントリー文化財団は、「山崎正和アーカイブ」の充実を図り、将来の学術

研究に資する取り組みを進めていきます。 

 

〈「公益財団法人サントリー文化財団」について〉 

サントリー文化財団は、サントリーの創業８０周年を記念して、１９７９年２月

に大阪で設立されました。その目的は、国際化、情報化、高度大衆化社会の時代

に応えて、それを支える学術研究の育成、文化活動の振興ならびに国際理解の

促進に寄与することにあります。 

 

 

 

以  上 
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別紙① 

〈山崎正和アーカイブ全体像〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閲覧プラットフォーム 
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別紙② 

〈山崎正和アーカイブ閲覧プラットフォーム第二期の特長〉 

 

■任意の語による検索性の向上 

第二期山崎正和アーカイブでは、手稿資料を中心に冒頭２００～３００字を文字

起こしし、ノート類などは見出しに相当するテキストもメタデータ化しました。 

また、創作メモなど著者によるタイトルがない資料には、本文をもとにタイトル

を付与し、著者タイトルと区別するため括弧で囲んで表示しています。 

 

■出現語の共起関係視覚化とキーワード付与 

出現頻度の高い語の関連性を統計解析し、二次元マップとして表示します。語の

配置から資料群の特徴を把握でき、各語をクリックして該当資料を検索できます。

さらに、「劇」「芝居」「戯曲」など近い概念の語を、ＡＩを活用してキーワード

にまとめました。 

これにより語のばらつきによる検索漏れを防ぎ、日本語以外の資料も一括して

検索できます。 

 

■資料の配置情報の保存と階層検索 

資料が保管されていた部屋・書棚・フォルダ・封筒などの情報をメタデータと

して記録しました。上位の関係を個別資料から辿れるだけでなく、部屋別・棚別

などの階層から資料を検索できます。 

 

■デジタル化画像ビューアの目次機能 

デジタル化画像は、国際標準のＩＩＩＦに準拠したビューアで閲覧できます。

ページ数の多いノート類などには目次機能を加え、必要な箇所へ直接アクセス

できるようにしました。 


